
様式１（主な取組）

【 098-866-2337 】担当部課 【連絡先】 商工労働部ものづくり振興課 関連URL －

　伝統工芸品に使用される原材料の持続的供給を
可能とするため枯渇状況に合わせた施策を実施す
る必要がある。そのためハンズオン支援等により、
各産地組合の原材料確保計画策定に向けた支援
するとともに、技術講習等を実施する。

県,市町村,工芸産地組
合等

原材料の安定確保に向けた品質維持及び効率的な活用に関する技術講習等の実施

技術講習会の実施回数（累計）

１回 １回（２回） １回（３回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 技術講習等の実施 対応する成果指標 工芸品生産額（離島）

施策の方向 ・魅力ある特産品開発については、多様化・高度化する市場ニーズを的確に捉えた新たな製品開発の促進支援に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 3-(10)-イ 地域資源を活用した特産品の振興

施 策 ①個性的で魅力のある特産品開発支援

施策の小項目名
○魅力ある新たな製品開発の促進に向けた工芸品原材料の安定
確保



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　八重山地区の産地組合への原材料確保に向けた現状把握等支援を実施するとともに、経糸技術講習会を目標を上回る２回開催し延べ40名の方に受講いただいたことから順調と
判断した。原材料の課題整理等につながるとともに、技術向上につながった。

令和6年度の取組改善案 反映状況

○　R5調査にて出土した土の試験研究を行い、化粧土の評価結果に関する講習会を組
合へ行うとともに、産地組合の原材料確保に向け、原材料確保計画を策定する産地組
合を支援する。

〇　化粧土の評価結果に関する講習会を組合へ行うとともに、産地組合の原材料確保に向
け、原材料確保計画を策定する産地組合を支援した。引き続き、産地組合の原材料確保に
向けた計画策定支援するとともに、技術講習等を行う。

R5年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　八重山地区の産地組合へ原材料確保に向けた現
状把握等支援を実施するとともに、経糸技術講習
会２回開催した。2回 2回 2回 １回（３回） 100.0%

令和6年度活動内容 令和7年度活動計画

　産地組合の原材料確保に向けた計画策定支援等を行う。
　産地組合の原材料確保へ向けた計画策定の支援をするととも
に、技術講習等を行う。

活動指標名 技術講習会の実施回数（累計） R6年度
進捗状況

実績値

R4年度

実施方法 当初予算額

県単等 委託 5,826 5,535 県単等 委託 7,846

主な財源 実施方法
R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 工芸原材料供給強化・支援事業 予算事業名 工芸原材料供給強化・支援事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　原材料確保は栽培など課題改善に時間を要するため、継続
的な取組が必要である。そのため、産地組合の原材料確保に
向け、原材料確保計画等の策定に向けた支援および技術講習
等を引き続き実施する必要がある。

⑧ その他

　産地組合の原材料確保のため、原材料確保計画等の策定に
向けた支援および技術講習等を引き続き実施する。



様式１（主な取組）

【 098-866-2337 】担当部課 【連絡先】 商工労働部ものづくり振興課 関連URL －

　工芸の担い手を確保するため、各産地組合が実
施する後継者育成事業等へ補助する。

国,県,市町村,工芸産
地組合等

担い手の育成に関する研修等の実施

後継者育成事業等実施組合数（累計）

２組合 ２組合（４組合） ２組合（６組合）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 担い手の育成 対応する成果指標 工芸品生産額（離島）

施策の方向
・工芸品原材料の安定確保に取り組むとともに、工芸産業の担い手確保については、技術研修を通して、高度な技術の継承と新たなニーズに対応
できる人材の育成を推進します。

「主な取組」検証票

施策展開 3-(10)-イ 地域資源を活用した特産品の振興
施 策 ①個性的で魅力のある特産品開発支援

施策の小項目名 ○工芸産業の担い手確保



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　令和６年度は宮古地区から１名、八重山地区から３名の修了生を輩出したことから順調であると判断した。今回の事業で各産地の後継者が輩出され、若手従事者が増えること
で産地の生産量の増が見込まれる。 これらの人材は、研修終了後は産地組合の共同作業場を拠点として、生産活動に従事する。また各々の産地組合と協働で新製品開発や需要
開拓などを行い、業界活性化・振興のために活躍している。

令和6年度の取組改善案 反映状況

○新しい工芸従事者の確保および定着に向け、後継者育成事業を引き続き支援すると
ともに、研修終了後も人材が定着できるよう、収益向上を図るため、需要開拓事業等
も支援する。

〇宮古地区および八重山地区に対し後継者育成事業の支援（宮古地区１名、八重山地区３
名を育成）を行い、需要開拓事業については申請のあった宮古地区を支援した。これらの
支援により、新しい工芸従事者の確保と定着の機会となった。

R5年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　県は宮古および八重山地区の産地組合の申請に
基づき、講師謝金に１／４、教材等諸費に１／３
の補助金を交付した。産地組合において後継者育
成研修を実施し、令和６年度は宮古地区１名、八
重山地区３名を育成した。

2組合 2組合 2組合 ２組合（６組合） 100.0%

令和6年度活動内容 令和7年度活動計画

　後継者育成事業等を実施する各産地組合への補助をした。 　後継者育成事業等を実施する各産地組合への補助をする。

活動指標名
後継者育成事業等実施組合数（累
計）

R6年度
進捗状況

実績値

R4年度

実施方法 当初予算額

県単等 補助 1,946 1,341 県単等 補助 4,597

主な財源 実施方法
R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 工芸人材育成事業 予算事業名 工芸人材育成事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　産地組合の円滑な事業実施のため、補助金交付処理を速や
かに行うこと、また組合担当者への制度周知（各事業メ
ニューの補助対象経費や概算払）に取り組むことで、支援を
より効果的にできると考える。

⑦ 取組の時期・対象
の改善

　新しい工芸従事者の確保および定着のため、後継者育成事
業等を引き続き支援するとともに、速やかな事務処理と制度
周知に取り組み、円滑な事業実施となるよう努める。



様式１（主な取組）

【 098-866-2340 】担当部課 【連絡先】
商工労働部グローバルマーケット
戦略課

関連URL －

　県産品の商品力を高め県外への販路拡大を図る
ため、プロモーションや稼ぐ力向上に向けた専門ア
ドバイザーによる指導、助言等県産品の販路拡大
に向けた総合的な支援を行う。

県

県産品の国内市場における需要開拓に向け、戦略的なマーケティング支援やプロモーション展開、補助
金支援等の実施

申請時に掲げた目標売上を達成した補助事業者の割合

2/3 2/3 2/3

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 稼ぐ県産品支援事業 対応する成果指標 離島フェア売上総額

施策の方向
・戦略的なプロモーション展開、地域ブランド形成の促進、商談会の開催等による国内外の消費者や観光客に選ばれる特産品の販路拡大支援に取
り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 3-(10)-イ 地域資源を活用した特産品の振興
施 策 ②特産品の販路拡大・プロモーション支援

施策の小項目名 ○特産品の販路拡大支援



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

やや遅れ

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　プロモーションやマーケティング支援など計画通り実施し、事業者の県外市場での販路拡大に向けた支援を行ったが、商談での取引価格の不一致等により事業期間内での成約
に結び付けられず、目標を下回った。補助金申請時に掲げた目標売上を達成した補助事業者について、目標８件に対し実績５件だったことから、やや遅れと判定した。

令和6年度の取組改善案 反映状況

○商品開発・改善等の作り手向けと、商談会出展等の伝え手向けといった取組に応じ
たセミナーを実施する。

　商品開発・改善等の作り手向けと、商談会出展等の伝え手向けといった取組に応じたセ
ミナーを実施し、事業者の県外販路拡大等に必要となる知識やノウハウの浸透を図った。

R5年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　補助事業者に対するセミナー等の支援を行い、
申請時に売上額を目標とした補助事業者11者のう
ち５者が目標を達成した。1/2 7/15 5/11 2/3 68.2%

令和6年度活動内容 令和7年度活動計画

　プロモーションを６回、セミナーを９回開催した。また、
マーケティング支援を11件、補助支援を22件実施した。

　プロモーションを５回、セミナーを３回開催する。また、
マーケティング支援を10件、補助支援を15件実施する。

活動指標名
申請時に掲げた目標売上を達成し
た補助事業者の割合

R6年度
進捗状況

実績値

R4年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ソフト）

委託 54,811 49,616
一括交付金
（ソフト）

委託 61,230

主な財源 実施方法
R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 稼ぐ県産品支援事業 予算事業名 稼ぐ県産品支援事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　県内事業者の商品開発や商談会出展等の活動をより効果的
に促進するため、事業者の取組に応じた支援が必要である。
特に、バイヤーが求める取引価格との不一致が目標達成に至
らなかった理由である。

④ 創意工夫による取
組の改善(合理化・効
率化)

　商品開発や価格設定をテーマとしたセミナーを実施する。


